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とができました。中には、お客

様よりスタッフ人数の多かった

行事のように失敗事例から学ぶ

こともありました。 

 このような一年間の活動体験

から、痛切に感じていることは

先輩諸氏の思いや発足した経緯

などを風化せさることなく伝承

していかなくてはと考えていま

す。10 年という時間の経過によ

って、もはや既に当時の思いや

考えなど消え去ったものが出始

めているのではないか。 

組織の発展を果たして行くこ

とは当然の役目だが、それとと

もに現在実施している活動を、

しっかり後継者に伝承して行く

事も重要な役目である考えてい

る。これらを両立させる事が当

事者としての役目と思っていま

す。 

微力ではありますが、己の信

ずるところを目指して努力して

まいります。 

3 年間本部役員を務めさせて頂
きました。この間、会員の皆様の

意欲的な活動が幅広い分野で行わ

れ、グループ わ の社会貢献活動
の輪は大きく発展しました。神戸

市民の皆様にも認められ、感謝さ

れて、昨年 9月、設立 10周年記念
事業も盛大に行われました。 
この 3年間、わ の活動の中に身

を置けたことを心より感謝してお

ります。そして今後も わ の活動
がますます発展し、この日本の、

ゆきすぎた自己中心の競争社会が

少しでも修正され、心の豊かさが

取り戻されることにつながってゆ

きますことを願っております。 
このたび役員退任にあたり、は

からずも顧問をおおせつかりまし

た。また皆様と共に、神戸市民の

皆様のニーズを感じとり、求めに

応じた社会貢献活動を行って、わ

を盛り上げてゆきたいと考えてお

ります。  

 昨年一年、不慣れな仕事を楽し

むことは、出来ませんでしたが、

私にとっては大きな収穫の年でも

ありました。 

ミスをしない人はいないわけ

で、私もいっぱい失敗して、皆さ

んにご迷惑をおかけいたしました

が、転んでもただ起きない「失敗

は大きな教訓に変える」ことを、

学びました。 

この一年貴重な一里塚のグループ 

わ 活動を大切にしながら、次なる

目標に伝授するきっかけ作りにな

るよう…… 

また、一年微力ながら、頑張らせ

て頂きますので、これからもご支

援、ご指導を宜しくお願いいたし

ます。 

現在、わ の会員十数名が神戸市内

の小学校の理科授業のアシストを

行っている。過日、文科省所管の独

立行政法人｢科学技術振興機構｣か

ら二名が実態調査のため来神、北区

の小学校で参観した。その参観に同

行し、あと機構の方と神戸市教育委

員会の先生を交えて面談、私から 

わ の概要を説明した。その席で、

教育委員会の先生から調査団に、わ 

には色々な経験･知識を有する方が

多くおり、神戸市からの要請にもす

ぐ応えてもらえる信頼できる組織

で有難く思っている。このような組

織は全国的にも珍しいと 聞いてい

るとの発言があった。また機構の方

からも わ というものを全国的に

紹介するとのことであった。このよ

うに 少しずつ わ の存在価値が広

く、深く認められつつある中、本部

では日常的に処理すべき業務が多

くあるが、総務としてもそれらに埋

没されないように微力ながら多方

面にわたる能力･経験を有する会員

の皆さんの活躍を支援し、わ の発

展に尽くしていきたいと考えてい

る。今年度も会員の皆様のご指導・

ご協力をよろしくお願いいたしま

す。 

在学中は、２階の端にある わ の

事務所にたくさんの方々が出入り

されているのを見て何をされてい

るのかと思っていましが、今回理事

として中に入ってみると、グループ

わ の皆様のパワー溢れるボランテ

ィア活動を支える歯車でした。私も

その一員としてお手伝いしながら

素敵な人生を送っていらっしゃる

わ の先輩方をお手本にしたいと思

います。  

 情報ぎゃらりーの編集を引き継

いで、未熟なパソコン技術を教科書

と首っ引きで、誌面作りにあたふた

しながらあっという間に一年が過

ぎました。 この間いろんなご意

見、ご批判を頂き、有難うございま

した。 グループ  わ もＮＰＯ法

人にになって 5 年目となり、マンネ

リ化を避けるため業務刷新委員会

で広報部の在り方についても検討

され、現在第一線でボランティア活

動をされている方々と本部との情

報交換の手段として、情報ぎゃらり

ー・ホームページを大いに活用し

て、組織の協力体制を一層強固なも

のにしていくことが必要と考えま

す。その為のＰＲを積極的に進めて

行きますのでよろしくお願いしま

す。 
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